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まとめ
・活発な噴火活動を続ける諏訪之瀬島に関する
PALSARデータでSAR干渉解析を行った．

・目立った地殻変動は見られなかった．

・地下浅部への新たなマグマの供給が無かった？
・マグマが局所的な地殻変動を伴わずに上昇
している？

・？























諏訪之瀬島火山の火口近接観測点
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諏訪之瀬島における膨張－収縮過程
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諏訪之瀬島の爆発地震のメカニズム
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諏訪之瀬島における爆発地震の日別頻度
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